
チャペル週報�

関西学院宗教センター�
２００５．１２．１２～１２.１６　No.２４�

主は国々の争いを裁き、多くの民を戒められる。�

彼らは剣を打ち直して鋤とし�

槍を打ち直して鎌とする。�

国は国に向かって剣を上げず�

もはや戦うことを学ばない。�

（イザヤ書２：４）�



☆チャペル・スケジュール☆

時間　１０：３５～１１：０５　　場所　各学部チャペル�

◇ランバス早天祈祷会　毎金曜日　午前８：２０～８：４０　於：ランバス記念礼拝堂（上ケ原）�
　　１２月１６日（金）　クリスマスを感謝して（１２／２５） 中　道　基　夫�
◇総合政策学部早天祈祷会　毎木曜日　午前８：４０～　　　於　宗 教 主 事 室 �
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ランバスチャペルアワーに合流�
田　淵　　　結 （宗教主事）�
ランバスチャペルアワーに合流�
ランバスチャペルアワーに合流�
森　本　達　夫 （商学部教授）�
本　田　　　盛 （総合政策学部教授）�
神学部クリスマス礼拝�
English Chapel  Richard Stinson（宣教師）�
希望をもって ⑤  真鍋一史（社会学部教授）�
Christian Morimoto Hermansen（宣教師）�
クリスマスオルガン演奏 ①  橋明子（関西学院チャペルオルガニスト）�
伊　藤　秀　和 （商学部専任講師）�
クリスマス賛歌　理工学部ハンドベル�
"Dialogue" Paul Hays、今泉信宏（総合政策学部教授）�
萩　原　佳奈子 （Ｍ１）�
田　淵　　　結 （文学部宗教主事）�
打　樋　啓　史 （社会学部宗教主事）�
English Chapel  Richard Stinson（宣教師）�
「体験」ホウギ、リ・ギョウホウ（総合政策学部留学生）�
共に創る礼拝２�
クリスマス・キャロルのチャペル　�
社会学部クリスマス礼拝　於、ランバス記念礼拝堂�
舟　木　　　譲 （宗教主事）�
寺　地　孝　之 （商学部教授）�
映像で見る「イエス降誕の地」�

12月12日（月）�
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12月13日（火）�
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12月14日（水）�
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12月15日（木）�
�
�
�
�
12月16日（金）�

ランバスチャペルアワー　　　於、ランバス記念礼拝堂�

西宮上ケ原キャンパス（１０：２０～１１：２０）�

　　　大学合同クリスマスチャペル　　於：中央講堂�

神戸三田キャンパス（１０：２０～１１：２０）�

　　　大学合同クリスマスチャペル　　於：理工学部チャペル�

高�



　１０月のある日曜日、私はいつも出席するところと違う教会の礼拝に出席し

ました。ある方が、藤木正三先生（元牧師、’55神修卒）がその教会でお話し

されることを教えてくれたからです。著作から先生を大変尊敬していましたが、

一度もお会いしたことはありませんでした。�

　その日先生は、ヨハネ９章からお話しをされました。生まれつき目の見えな

い人が、イエスに出会って目が見えるようになるお話しです。この人は、癒さ

れても吹聴せず、ほんとうはとっても嬉しいはずの出来事を誰にも言わず家へ

帰って行きます。淡々とした態度です。そして、「主よ、信じます」と言って

ひざまずいています。�

　藤木先生はこうお話しされました。�

「この人は、自分の命を生かされている頂き物として、心底見えたと思うので

す。創り主なる神との関係を深く自覚したとき、それは人に吹聴して回るよう

なものではなく、むしろ、しっかりその自覚に立って＜生かされた者として生

きる責任＞を自覚せしめる厳粛なものであったと思うのです。だからこそ、癒

されてもその恵みを一人深くかみしめて家に帰ったのでしょう。神に委ねて生

かされた者らしく受け止めて、精一杯生きていこうとしている人間としての集

中を私は見ます。人に吹聴する余裕などのないものすごい生き方への集中を見

ます。人生の意味は、生きることを知ろうという姿勢で対する限り分からない

のです。しかし、与えられたものを受け止めて精一杯生かそうとする態度をと

るとき、生きる意味は、上から吹き込んでくるように分かるのです。私は、＜

この生き方＞にあこがれます。」�

　私は、想像していたとおりの先生に出会え、想像していたとおりのお話がう

かがえて、その日以来、とてもさわやかな気分でいます。神様が私達に、「わ

たしの目には、あなたは高価で貴い。わたしは、あなたを愛す。」(ｲｻﾞﾔ43:4)と、

語りかけてくれているように思うのです。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　（キリスト教と文化研究センター事務長）�

大 西 和 明 �

与えられたものを受け止めて�



● 献血週間のお知らせ�
　　学生会宗教総部では冬の献血運動を実施いたします。�
　提供していただく血液は、兵庫県赤十字血液センターでの検査を経て医療現場
　へ届けられます。皆様のご協力をお願いいたします。�
　　　　期　間：１２月１２日（月）～１６日（金）１０：３０－１６：００�
　　　　場　所：学生会館前プラザ�
�
● 関西学院のクリスマス行事�
　　大学合同クリスマスチャペル�
　　　１２月１２日（月）１０：２０　中央講堂（西宮上ケ原キャンパス）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　理工学部チャペル（神戸三田キャンパス）�
　　　　チャペルアワーを拡大して各キャンパス合同で行われるクリスマス礼拝です。�
　　　　参加者には特製クリスマスカードをプレゼント！�
　　大阪梅田キャンパスクリスマス�
　　　１２月１４日（水）１７：００　アプローズタワー１Ｆガレリア（エントランスロビー）�
　　　　　　クリスマス・キャロル　関西学院バロックアンサンブル�
　　　１２月１４日（水）１８：００　アプローズタワー１４Ｆ　１４０５教室�
　　　　　　クリスマス礼拝�
　　関西学院クリスマス礼拝－音楽で祝う降誕－�
　　　１２月１５日（木）１７：００　中央講堂～中央芝生（上ケ原）�
　　　　関西学院では最大規模のクリスマス礼拝です。�
　　　　３００人の大聖歌隊、オーケストラ、ハンドベルによって降誕の物語を
　　　　つづり、クリスマスメッセージが語られます。礼拝後は中央芝生へ全員
　　　　が出てクリスマスツリーの前でキャロルを歌います。入り口でキャンド�
　　　　ルをお配りしますのでどなたでもご参加ください。�
　　関西学院クリスマス at ザ・シンフォニーホール�
　　　１２月２０日（火）１８：３０　ザ・シンフォニーホール�
　　　　クラシック音楽の殿堂、ザ・シンフォニーホールで行うクリスマス礼拝
　　　　も今年で１７回を数えることとなりました。第一部は中央講堂で行う礼
　　　　拝と同じものを、第二部は様々なジャンルのクリスマス音楽をお楽しみ
　　　　いただくコンサートとなります。�
　　　　参加費の２０００円はチャリティーとして献金させていただきます。�
　　　　チケットは大学生協サービスカウンターＰＧまで。�
�
●ＣＤライブラリー�
　　宗教センター事務室には教会音楽に関するＣＤを備えています。本学学生及
　び教職員であればどなたでも利用できますので、希望者は事務室までどうぞ。�
��
● 使用済み切手収集にご協力ください�
　　本学では、日本キリスト教海外医療協力会（ＪＯＣＳ）切手部の活動に協力
　し、使用済み切手の収集をしています。記念切手、外国切手だけでなく、通常
　切手も対象としています。宗教センター常設の回収箱にお届けください。�


	関学週報24号-表紙
	関学週報24号-スケジュール
	関学週報24号-大西和明
	関学週報24号-お知らせ

